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１．研 究 目 的 

  本研究の目的は社会福祉領域において、エピソード記述の果たす役割を明らかにするこ

とである。近年、鯨岡(2012)らを中心に主に保育、教育、心理学の領域において、エピソ

ード記述を分析に用いた研究論文が見られるようになってきている。鯨岡（2005）は保育

実践を例にとり、従来の保育記録に求められる「客観的な記録」は、誰からみても同じ結

論を見いだせるという反面、実践者が利用者と関わる中で実践者自身がもつ本当の声が見

過されていることを危惧してきた。その後、保育の現場において、エピソード記述を用い

た実践の取り組みが取り上げられ、保育者自身が自らの内なる声を聞き、新たな気づきや

視点を得る事例が現れ始めている。岡花ほか（2008）は、保育カンファレンスにエピソー

ド記述を用い、保育者の書いたエピソードについて、他の保育者からのメタ分析を受ける

ことにより、保育者自身が自ら振り返りを行うよう取り組み、また相馬ほか（2011）は保

育者養成課程においてエピソード記述を用いた教育実践を行っている。エピソード記述を

用いた取り組みは広がりを見せており、社会福祉領域においても援用可能と考えられる。

本研究では先行研究の検討を行い、エピソード記述を用いた研究の動向を把握することに

よって、社会福祉領域における今後の援用可能性について展望する。  

２．研究の視点および方法 

 論文検索サイト CiNii を用い「エピソード記述」に関する先行研究について検討を行っ

た。論文における執筆者の研究視点から、保育学、教育学、心理学等に分類を行った。ま

た共同研究会（同志社大学社会福祉教育・研究支援センターのプロジェクト）において、

参加メンバーがエピソード記述を実際に行い明らかになった「エピソード記述における三

つの視点」を用い先行研究を分類した。 

３．倫理的配慮 

 本研究は、日本社会福祉学会の研究倫理指針を遵守して行った。他説の引用に際しては、

引用元を正確に明記する。 
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４．研 究 結 果 

 エピソード記述を用いた研究は、①「書き手である研究者が心の揺さぶりを、自らメタ

分析するもの」、②「援助者が、利用者の支援をした自分をメタ分析するもの」、③「書か

れたエピソード記述を、第３者がより客観的に見て分析するもの」の３つに類型化するこ

とが出来た。CiNii におけるキーワード検索により「エピソード記述」でヒットする先行

研究の数をみると（2014 年 8 月２日時点）、総数 43 本の内、教育学が 20 本と半数近くを

占めており、ついで心理学(8 本)、保育学（7 本）の順となっている。社会福祉学は２本と

他の領域と比べるとまだ少ない。また、研究対象としては児童とその親や保育者を扱った

ものが多くを占めるが、児童の中でも言葉をもち始めた幼児に関するものや、言葉の理解

が難しい自閉症をもつ児童、また言葉の理解が特有な高機能自閉症児・者を対象としたも

のが散見された。 

5．考 察 

 エピソード記述を用いた研究領域に、教育学、心理学、保育学が多く見られるのは、提

唱者である鯨岡の影響が大きく影響していると考えられる。しかし、教育実践におけるエ

ピソード記述の使用は、社会福祉士等の専門職養成課程をもつ社会福祉学においても援用

可能だと考えられる。また研究対象を鑑みても、先行研究における高機能自閉症児・者に

対する支援は社会福祉領域においてもとりわけ早急な研究課題となっている。これまで、

質的研究において中心的な役割を果たしてきた、面接調査やインタビュー法は対象者の語

りを前提として行われており、言葉の問題を抱える障害児・者の研究において限界を抱え

てきたと言える。エピソード記述は彼らに関わる援助者が、その生活世界を間主観的に捉

え描き出すことができる。そのような、これまで「拾われなかった声をもつ人」の支援こ

そ社会福祉の対象領域であり、エピソード記述は社会福祉領域においても大きな可能性を

もっていると言える。 今後、とりわけ既存の質的研究では了解困難であった対象者の支援、

研究においてエピソード記述は広がりを見せると考えられ、その動向を追っていく必要が

ある。 
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